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  情報化社会の進展に伴い、これからの時代は、ＩＴ（情報技術）が人と人を結ぶコミュニケーションツ

ールとしてますます重要なものになってきます。 

 ところが、そのＩＴは必ずしも一般市民の暮らしにあまねく浸透しているわけではなく、現実に情報

格差といった言葉も生まれて来ています。 

 

 わたしたちは、これまで自主活動や葛飾区区役所の受託業務として、パソコン講習会、相談会などに

よるシニア層へのＩＴ普及支援活動を行って情報格差の解消に寄与してきました。 

 しかし、パソコンを覚えたくてもなかなかその機会に恵まれない障害者や育児中の母親世代なども多

く存在しているため、普及支援活動の対象を一層広げる必要性があります。 

 同時に、対象層を広げて活動するためには、より多くの指導者を養成することも必要となります。 

 また、コミュニケーションツールとしてのＩＴの特性を活かすためには、インターネット上に地域コ

ミュニティネットワークを構築し、地域の人たちの交流や社会参加に役立てることが重要です。 

 しかも、温もりある地域での人間関係を築くためには、単なるパソコン技術の習得だけでは不足で、

公共施設を使った地域コミュニティを視野に入れた総合的なＩＴ普及支援活動が必要になってきます。 

 

 そこで、わたしたちは既存団体の枠を超えて目的を同じくする賛同者を募り、新たな特定非営利活動

法人として上記の地域課題に取り組みたいと考えました。 

そして行政との連携や協働事業によってＩＴ普及支援活動の拡大を図るとともに、それらの諸活動を

通じて豊かな暮らしや人間関係を形成する地域コミュニティを作っていくことにより、地域の活性化に

寄与したいと思います。 

   

今後、私たちは特定非営利活動法人として事業を行うに際して、社会的責任を自覚するとともに積極

的に公益に寄与する活動を展開して行きます。 

また、法に沿った法人運営を行うとともに、運営や活動について情報公開の責務を果たします。 

 

 

  

 

わたしたちは、これまで任意団体として平成１５年から、自主活動や葛飾区役所の受託業務として区

民へのパソコン講習会、パソコン相談、パソコン指導者養成などの活動を行ってきました。 

今後は単にＩＴ関係だけではなく、色々な習い事や仕事や趣味や遊びなどを媒介にしたコミュニティ

作りを目指すため、これまでの団体の枠を越えて賛同者を募り、新たな特定非営利活動法人として再出

発することにしました。 

 

    平成１８年 ５月 ２１日 

 

               特定非営利活動法人 ユニコムかつしか 

 

               代表者  住所  東京都葛飾区宝町2丁目34番地24-609号 

 

                    氏名  大島 進      印 

 
 


